
シンギュラリティ
ってなんだ？
～人間とロボットとの「コミュニケーション」ついて哲学してみよう～

株式会社ファベル代表取締役／札幌大学名誉教授 工藤孝史

講 師

AI時代に求められる「人間力」とは何か？

隔週
開催2月19日（土）・3月5日（土）・3月19日（土）20時スタート
1．ロボットの語源から考える
チャペックの戯曲『ロボット』（1920）のロボットイメージ

2．ロボットが人間の仕事を奪う日が来るのか
ラッダイト運動は現代でも起き得るか
3．人間のコピーとしてのロボット
ナノボットの展望する未来「人間1.0／2.0／3.0」

ロボットってそもそも何？

囲碁や将棋の世界だけでなく、AI（人工知能）は現在私たちの日常生活のさまざ
まな場面に浸透してきています。2045年には「コンピュータが人間の知性を超え
る」"シンギュラリティ" が到来するという見方もあります。実際、レジや各種受付
業務は機械化され、将来的には無人化やアンドロイド（ヒューマノイド）による対
応が見込まれています。そうした機械化＝AI化の進行の中で、私たち人間の仕
事はどのように変わって行くのかはまだ判然としてはいないものの、これまでの
人的な資源は「機械にできない」仕事の方へシフトして行くのは言わば自然の
成り行きです。このセミナーでは、そうした現況をふまえ、そもそも人と機械はど
こが共通していて、どこが違うのかというテーマに哲学の立場から光を当て、AI
時代における人間の仕事や人生の意味について考えます。

「今」を生きる人のための完全オンライン公開講座

主催 サツドラホールディングス CIチーム 木村   質問やお問合わせは c-kimura@satsudora.jp まで。

第二回 サツドラ・ナレッジ・シェアリング
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1回目講義 2/19（土）20時～

1．人間はどんな生き物なのか？
人間は身体と心（精神）の両面を経験している

2．人間身体の延長としての機械技術について
サイボーグとヒューマノイド

3．人間と同じ様に考えるロボットは可能か？
思考と計算はどこがちがうか

ロボットを知るためには
人間を知らなければならない

2回目講義 3/5（土）20時～

1．人間の心の本質はどこにあるか？
言語と想像力の関係

2．機械が心をもつとは具体的にはどういうことか？
感情をもったロボットの出現

3．人間と機械の共存関係から何が見えるか
機械とのコミュニケーション

創造力って何？
3回目講義 3/19（土）20時～


